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県
本
部
は
、
１
月
17
日
～

18
日
の
日
程
で
、
郡
山
市
熱

海
町
「
ホ
テ
ル
華
の
湯
」
で

２
０
２
５
春
闘
討
論
集
会
を

開
催
し
た
。
こ
の
中
で
、
県

本
部
の
「
２
０
２
４
秋
期
確

定
闘
争
中
間
総
括
に
む
け
て
」

と
「
２
０
２
５
春
闘
方
針

（
討
議
案
）」
に
つ
い
て
提
案
。

そ
の
場
で
補
強
意
見
を
受
け

る
と
と
も
に
、
単
組
で
の
議

論
を
喚
起
す
る
た
め
、
組
織

討
議
に
付
し
た
。

　

集
会
で
は
、
連
合
福
島
・

諸
橋
誠
敏
事
務
局
長
か
ら

『
連
合
福
島
２
０
２
５
春
季

生
活
闘
争
に
つ
い
て
』、
自

治
労
本
部
総
合
企
画
総
務

局
・
八
巻
由
美
局
長
か
ら

『
自
治
労
２
０
２
５
自
治
労

春
闘
の
ポ
イ
ン
ト
』
の
演
題

で
講
演
を
頂
い
た
。

　

分
科
会
は
「
人
事
評
価
制

度
」、「
新
規
採
用
職
員
・
高
齢

層
職
員
の
組
織
化
」、「
じ
ち
ろ

う
共
済
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

活
用
」を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。

講
　
演

　

講
演
は
、
連
合
福
島
・
諸

橋
事
務
局
長
か
ら
民
間
春
闘

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
頂
い
た
後
、
自
治
労
本

部
・
八
巻
局
長
か
ら
自
治
労

の
春
闘
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
頂
い
た
。

　

連
合
は
全
体
で
昨
年
同
等

の
賃
上
げ
目
標（
５
％
以
上
）

第
一
分
科
会

　

山
田
益
寿
調
査
部
長
を
座

長
と
し
て
、
人
事
評
価
制
度

第
三
分
科
会

　

共
済
県
支
部
・
齋
藤
浩
昭

事
務
局
長
を
座
長
に
「
じ
ち

ろ
う
共
済
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
活
用
」を
テ
ー
マ
に
実
施
。

齋
藤
事
務
局
長
よ
り
団
体
生

命
共
済
継
続
募
集
の
追
加
取

り
組
み
の
暫
定
結
果
に
つ
い

第
二
分
科
会

　

福
地
努
組
織
部
長
を
座
長

に
「
新
規
採
用
職
員
・
高
齢

層
職
員
の
組
織
化
」
を
テ
ー

を
掲
げ
る
中
、
中
小
で
は
そ

れ
以
上（
６
％
以
上
）の
目
標

を
掲
げ
る
。
諸
橋
事
務
局
長

か
ら
は
「
こ
の
達
成
の
た
め

に
は
大
企
業
等
か
ら
中
小
へ

の
価
格
転
嫁
が
最
大
の
課
題

だ
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
八
巻
局
長
か
ら

「
自
治
労
は
春
闘
期
か
ら
人

員
確
保
を
最
重
点
課
題
と
す

る
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
。
人
事

評
価
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
後
、
本
部
が
先
行
実
施

単
組
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
ま

と
め
た
報
告
書
の

内
容
を
説
明
し

た
。
こ
れ
は
本
部

実
施
の
調
査
の
中

で
、
特
徴
的
な
内

容
を
７
つ
に
分
類

し
、
各
分
類
の
先

行
単
組
に
実
施
状

況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
て
ま
と
め
た
も

の
。
人
事
評
価
制

度
の
先
行
事
例
の

情
報
提
供
を
求
め

る
声
に
一
定
程
度

応
え
る
も
の
と

な
っ
た
。

て
報
告
の
後
、
自
治
労
共
済

推
進
本
部
事
業
推
進
課
の
永

田
亨
課
長
よ
り
推
進
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
説
明
を
頂
い

た
。
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、自

治
労
共
済
の
推
進
を
担
当
す

る
単
組
役
員
・
書
記
等
の
た

め
作
成
さ
れ
た
も
の
。
各
単

組
で
の
活
用
が
望
ま
れ
る
。

マ
に
行
っ
た
。

　

新
規
採
用
職
員
の
組
織
化

で
は
、
山
形
県
職
連
合
・
三

瀧
知
一
書
記
長
よ
り
、
山
形

県
職
連
合
の
新
採
組
織
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を

頂
い
た
。
基
本
的
な
こ
と
を

忠
実
に
行
う
こ
と
で
、
新
採

加
入
８
割
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
高
齢
層
職
員
の

組
織
化
と
賃
金
・
労
働
条
件

の
現
状
報
告
や
単
組
規
模
別

分
散
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者

間
で
も
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

県
本
部
は
、
１
月
17
日
～
18
日
の
日
程
で
２
０
２
５
春
闘
討
論
集
会
を
郡
山
市
・
ホ
テ
ル
華
の
湯
で
開
催
し
、
春
闘
方
針
（
討

議
案
）
等
を
提
案
し
た
。
春
闘
方
針
は
組
織
討
議
に
付
さ
れ
、
２
月
６
日
開
催
の
第
１
１
６
回
臨
時
大
会
で
決
定
す
る
。
集
会
に

は
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
41
単
組
１
９
７
人
の
組
合
員
が
参
加
。
春
闘
勝
利
に
向
け
、
意
思
結
集
を
図
っ
た
。

2025
春闘討論

集会

２
０
２
５
春
闘
ス
タ
ー
ト

経
済
好
循
環
へ
正
念
場
、全
組
合
員
の
結
集
を
！

県本部第116回臨時大会
日時：2025年２月６日（木）　10：00～
会場：福島市「ホテル福島グリーンパレス」
議案：�県本部2025春闘方針（案）、2024秋期確

定闘争の中間総括（案）、2025年度一般
会計・特別会計補正予算（案）　ほか

昨年を上回る組合員が参加した2025春闘討論集会

自治労共済推進本部事業推進課　永田　亨 課長 報告をする山形県職連合　三瀧知一 書記長

連
合
福
島

�

諸
橋
誠
敏�

事
務
局
長
自
治
労
本
部
総
合
企
画
総
務
局

�

八
巻
由
美�

局
長

第一分科会の様子
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　会津総支部で事務局長をしております芳賀沼です。出身単組は下
郷町職労です。単組からはじめての専従者ということで皆さんには
いろいろお世話になっております。
　今回「私の名刺」の依頼があり、何を書いていいのかわからない
ので今年１年を振り返ってみたいと思います。
　まず2024年２月に県本部臨時大会で中央執行委員に選ばれまし
た。何をやったらいいんだろうとか、やっていけるのか不安だった
ような気がします。気が付けばもう１年たってしまい、すごく早
かったような気がします。
　その後、３月には総支部の定期大会で事務局長に選任され挨拶で
は、「単組間の交流に力を入れたい」なんて言っていたような気が
しますが、実際やれていないので残り１年でいろいろ企画していき
たいと思います。
　仕事として特に印象に残っているのは、役員選考に関することだ
と思います。それぞれの単組の事情や人の事情、自治体の事情など
が複雑に絡まって上手くいかずもどかしく思ったりすることもあり
ました。
　仕事以外で印象に残っているのは、他の総支部で事務局長になっ
た方々は同年代が多く、その中でも若手のノリが良すぎるため、県
本部野球大会の福島市宿泊時は、今までより飲みすぎてしまったの
は良い思い出でした。しかし、それがきっかけで、毎回行く先々で
飲みすぎてしまっているのは少し節制が必要かと反省しています。
（記憶にない７次会とか）
　まもなく専従の任期も残り１年。いろいろなことがあるかと思い
ますが皆さんともにがんばりましょう。

会津総支部事務局長

芳賀沼崇正
（下郷町職労）

〜 私の名刺⑬ 〜

もう１年、あと１年

春
闘
討
論
集
会
に 

岸
ま
き
こ 

組
織
内
参
議
院
議
員
が
参
加

～
２
０
２
５
春
闘
方
針
～

 

人
員
確
保
に
焦
点

県本部春闘討論集会で国政報告を行う岸まきこ組織内参議院議員
　

今
回
の
春
闘
討
論
集
会
に

は
岸
ま
き
こ
組
織
内
参
議
院

議
員
も
参
加
し
、
国
政
報
告

を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
自
身
が
北
海
道
の

旧
・
栗
沢
町
役
場
に
入
庁
し

た
自
治
体
職
員
で
あ
っ
た
こ

と
に
触
れ
、
自
己
紹
介
か
ら

講
演
は
ス
タ
ー
ト
。

　
「
国
政
の
場
で
、
自
治
体

現
場
の
課
題
の
解
決
・
改
善

に
む
け
、
鬼
木
ま
こ
と
組
織

内
参
議
院
議
員
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
話
し

た
。
具
体
例
と
し
て
定
額
減

税
や
戸
籍
振
り
仮
名
に
係
る

現
場
対
応
の
課
題
を
指
摘

し
、
改
善
を
求
め
た
こ
と

や
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
に
つ
い
て
求
め
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

　

自
治
労
２
０
２
５
春
闘
方

針
で
は
、
最
重
点
の
課
題
と

し
て
「
人
員
確
保
」
を
掲
げ

た
。
こ
の
考
え
は
県
本
部
方

針
に
も
反
映
さ
れ
る
。
従
前

は
「
賃
金
改
善
」
を
軸
に
春

闘
方
針
を
作
成
し
て
き
た
が
、

大
幅
な
見
直
し
が
図
ら
れ

た
。
講
演
の
中
で
こ
の
見
直

し
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
た

自
治
労
本
部
・
八
巻
局
長
は

「
組
合
員
が
解
決
を
求
め
る

課
題
と
し
て
、
賃
金
改
善
よ

り
人
員
確
保
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
」と
回
答
し
た
。

　

国
内
の
人
手
不
足
は
深
刻

な
状
況
に
あ
り
、
新
規
採
用

の
確
保
の
た
め
、
初
任
給
を

は
じ
め
若
年
層
の
賃
金
は
引

き
上
げ
ら
れ
て
き
て
お
り
、

公
務
も
こ
れ
に
追
従
す
る
形

と
な
っ
て
い
る
。
人
員
確
保

は
も
は
や
労
使
共
通
の
課
題

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

経
済
の
好
循
環
実
現
の
た

め
、
引
き
続
き
の
賃
上
げ
を

め
ざ
す
必
要
が
あ
る
が
、
人

員
確
保
も
喫
緊
の
課
題
。
大

胆
な
方
針
の
見
直
し
を
受

け
、
今
年
は
春
闘
期
か
ら
人

員
確
保
闘
争
に
も
取
り
組
む
。

　

次
に
１
月
24
日
か
ら
開
会

さ
れ
る
通
常
国
会
に
話
題
は

移
り
、
自
治
体
シ
ス
テ
ム
標

準
化
や
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
を
争
点
に
挙
げ

た
。
特
に
、
第
７
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の
原
案
で
は

原
発
の
「
最
大
限
活
用
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、「
日
本
は
地
震
大
国
。

核
廃
棄
物
の
最
終
処
分
も
決

ま
っ
て
い
な
い
。
廃
炉
の
技

術
者
確
保
や
原
発
関
連
の
雇

用
移
動
の
問
題
も
含
め
、
丁

寧
な
議
論
が
必
要
だ
。
福
島

第
一
原
発
事
故
か
ら
14
年
経

つ
が
、
事
故
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。
福
島
の
復
興
に
つ

い
て
、
国
は
最
後
ま
で
責
任

を
持
つ
べ
き
」
と
語
っ
た
。

　

国
政
で
奮
闘
す
る
岸
議
員

の
話
に
、
参
加
者
は
真
剣
な

面
持
ち
で
耳
を
傾
け
て
い

た
。

　　 お詫びと訂正 　　
県本部機関紙「自治労福島」新年特集号
の「新春お年玉クイズ」中、左から４列
目の上から５行目（Ｄの右のマス）が白
色のマスになっていますが、「黒色のマ
ス」の誤りでしたので、お詫びして訂正
させていただきます。


